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１．はじめに

　金融市場では近年、環境・社会・ガバナンス（ESG）

の要素を投資判断に組み込む概念が浸透しつつあ

るほか、パリ協定や持続可能な開発目標（SDGs）

などを背景に、サステナブルファイナンスが進化

を遂げている。国際連合のコフィー・アナン事務

総長（当時）の呼びかけで2006年４月に公表され

た責任投資原則（PRI）を一つの契機に、ESGの

要素を考慮する投資概念が急速に広まった。そし

て、SDGsが国連サミットで採択された15年９月、

日本において、世界最大の公的年金である年金積

立金管理運用独立行政法人（GPIF）がPRIに署名

した。その頃から、日本の金融市場でも、株式、

債券ともに、発行体や投資家などによるESG ／

SDGsへの意識が顕著に高まっている。

　一方、持続可能な社会を実現するためのファイ

ナンスを意味するサステナブルファイナンスは、

欧州委員会が18年３月にサステナブルファイナ

ンスの確立を目指し、アクションプランを策定し

たこともあり、欧州の動きが活発である。

　ESG ／ SDGsに関する債券は、日本証券業協会

によりSDGs債と名付けられている（注１）。SDGs債

のうち、原則・ガイドラインが金融市場で浸透し

ているのは19年11月末現在、グリーンボンド、ソ

ーシャルボンド、サステナビリティボンドの３種
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　本稿では、グリーンボンド等のSDGs債の特徴、SDGs債の発行・投資状況及びプライシングについて概観し
た上で、投資の意味合いについて論考した。そして、SDGs債特有の要素であるインパクトが、SDGs債市場の
持続的発展やSDGs債への投資の意味合いを見いだすカギの一つとなり得ることを指摘した。
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